




























































くかは、その先にあるランドマークもしくは目的地の名前を出し、 「○○の方へいく」 「○○に向かって歩く」というように表現する。あるいは方角を用い、 「南へ向かう」 「東へいく」などという。これに対し、京都市の中心部では「××（通）をさがる」 「××（通）をあがって などという言い方ができる。××には、烏丸や河原町、千本、東洞院などといった固有の名前が入る。この縦 南北）の通に対し、横の通にも三条、蛸薬師、松原など った名前が付 ているため たとえば「烏丸三条をあがったところ」などという言い方で、おおよその地点の指定が可能となる。慣れれば、非常に便利である。
この慣習がもたらす空間の認識が一般的な街におけるそれと


































身体像の理論は、実はひそかに知覚の理論でもあるのである。われわれはわれわれの身体を感ずる仕方を、すでに学び直した。つまり、 れ 身体についての、客観的な、距離を隔てた知識の下に、身体がつねにわれわれと共にあり われわれが身体であるからこそわれわれがもつところの、身体に関するこの別の知識を 再発見したのである。 れと同様に は、身体によって世界に臨んでおり、身体でもって世界を知覚する以上、われわれに現われるがままの世界の経験を、再び目覚めさせなくてはなるまい。しかし こうして身体ならびに世界と 触れ合いを取り戻すことによって、われわれがやがて再発見するもの、それもまたわれわれ自身なのである。 （三三七―三三八頁）
われわれが世界に向き合うとき、その対象を客観的な数値に
置き換えられるようなそれとして経験しているのではない。メルロ＝ポンティは立方体を例に出 いる。われわれはそれを六枚の正方形の辺同士がとなりあい、六面をなすことによって構成する角柱の一種であるこ を知っているが、われ は立方体の知覚を、いまわたしがくだくだしく述べたよう 仕方で行っているのではな 。 れわ は、いやわ われの身体はどこかでかつて出会った一つか、あるい い つかの立方体の経験をもとに、すでにあの均整の取れた「四角の箱」を知っており、その身体的な経験と記憶を下地として立方体を認識する。身体がすでに知っているので る。 「客観的な、距離 隔てた知識の下に 身体がつねにわれわれと共にあ」るとはそうした意味である。
そしてこうした沈潜しながらもつねにともにある身体は、









人間は空間において受肉しているということ、あるいは人間は空 に住んでいるということは、人間がそこで 状況のなかにいるということ以上の を意味しているのである。それ 、人間がある媒体のなかにいて この媒体の
なかで移動することができるということだけではなく、人間自身がこの媒体の部分であるということ、すなわち境界によってこの媒体の他 から分離されてはいるが、なおその境界を えてこ 媒体と結びついており、この媒体によって担われささ られている いうことを意味してるのである。 （二八六頁）
人は「空間のなかへ埋めこまれている」 （同頁）というボル





の連関を緻密に描き出す。読者は登場人物である青年を媒介にしつつ、それを読み取り、感受していくわけだが、その具体的なあり方 考察 はじめる前に、もう一つだけ考えておかねばなら いことがある。文学テクストは言語によって構築されている、という点である。
メルロ・ポンティの議論にせよ、ボルノウの議論にせよ、そ






















う。大正末の京都の街とはどのような空間であり、その中で人々の身体はいかにそこに住まったか。テクスト内で行為する「私」の心と身体は、作品中の街や場所と、いかなる相互的関係をもっているか。またその関係は、現実の京都という街とそこに生きた梶井基次郎やそ 友人 三高生たちとの関係と、いかなる関 にあるのか そして「私」 心 身体が京都の街連関しあうありようは、どのような言葉で描き出されているか。語り手である「私」 登場人物「私」と周囲の空間との関係を、どのようなものとし 言葉に置き換えていっているだろうか。 「私」の語りの現在時におけ 心と身体は、 の語りにどのような影を投げているだろうか。そして最後に、われわれ読者は、語り手 紡ぎ出す言葉を媒介にして、京都街、 「私」 行為する身体、そして心を、どのよ なものとして受け取り、また構築していく だろ か。
以上の問いは、今回の小論でそのすべてに個別に答えられる






























回しでは、 「街の中に」 いう。街の 中」に 言ったときに表現している状態は、その身体を街が取り囲んでおり、包んでおり、身体はその中に立体的 含み込ま ているという状態である。この言葉遣 は通常我々は意識しないほどに自明 透明だが、空間の認識としてそれを解きほぐせば、われわれは街を三次元の 身体を取り巻く大きな容器 ようなものとして認知していることになる。空間 身体はここでは容器 内容物の関係にたとえられるだろう
これに対し、では街の「上」でという表現は、どのような状


















































ざまの統合可能性があるわけです。そのなかから一つの統合が選ばれてくる。一つの現実的統合の背後にも、いわば無数 可能的・潜在的な がある。われ れ 身体はこうしたさまざまの統合可能性を含んでいるわけですが、こうした潜在的な統合可能性を含めた身体を私は錯綜体と呼んでいま 」 （一九六頁） 。
この概念を援用するならば、 「檸檬」は青年の身体のうち




























うと努める。私は、出来ることなら京都から逃出して誰一人知らない へ行つ しまひたかつた。第一に安静。がらん した旅館の一室。清浄な蒲団。匂ひの い蚊帳と糊のよく利いた浴衣。其処 一月ほど何 思はず横になりたい。希は は此処が何時 間に その市にな てゐるのだつ ら
―
錯覚がやうやく成功しはじめると私は












なのは、歩く身体が横たわる身体と重ねられ みすぼらしくも美しい裏通が、がらんとして清浄な旅館と蒲団に重ねられているということである。 「私」自身の解説する ころ よれば、それは「出来ることなら京都から逃出して誰一人知らないやうな市へ行つてしまひたかつた」からであり、 「現実の私自身を見失ふのを楽し」みたかったか と うことにな のだろう。
だが、清浄な蒲団で、 「安静」に「一月ほど何も思はず横に




























がっていた大正末の現実の京都 ありさまをあぶり出してくれる。その街は市街地 再整備にともなう道路 拡張や市電の路線変更に揺れ おり、青年が歩いた寺町はまさにその焦点の一つとなっていた。またそこは、繁華街とはいえ、 「夜ともなればまだ連 る街灯の明かりもなく、雨ともなれば足元は泥濘に変わる」 （前掲、中河論） 、街灯以前、舗装以前の古い町筋であった。
こうした現実の物理空間の上に、梶井の生きた京都はかつて

















































































という彼自身の手によるもう一つの空間を創りあげる。丸善の空間をはじめ、 「其頃」の「私」の心は「不吉な塊」が「始終圧へつけ」られており、取り囲む空間はそ すべてが「居堪らずさせ」られるものであったことを想起しよう。彼がレモンを買い、そのレモンを幻想の城の上に置くことは、 うした圧迫する空間に対する抵抗としてある。
ここで重要なのは、彼がその空間およびそれに圧迫される身
体に抵抗 に際し、 「美的装束をして街を闊歩した詩人」や「黄金色に輝く恐ろしい爆弾を仕掛て来た奇怪な悪漢」というように、別の身体のイメージを借り受けながらそれ 行っているとい ことである。
他者の身体のイメージを借り受け＝引用し、反復することに






彩つてゐる京極」という描写は、これまでにテクスト内に出たどの街の描写とも異なる。さびれた裏通でも く 想像のなかの遠い市でもなく、賑やかだが澄んだ感じ 寺町 も い。彩る、という表現が示すように、街はその表面を外部 色彩により上塗りされている。文字どおりにとればそれは看板画が数多くかかっているようすを指してい が、 「奇体」と「彩」という表現に注目すれば、あきらかにこれは直前 場面にでてくる、丸善の中 「奇怪な悪漢」としての彼が配置した「奇怪な幻想的な城」 、およびそれを構成 「本 色彩 の「ゴチヤゴチヤ」と響きあう。すなわち、爆発によっ 飛散した奇怪な城の色彩と、末尾に登場する空間 彩りとが連関 るよう テクスト 運び なっているのであ 。 す ば彼の下る京極と
は、彼自身が能動的に仕掛けた空間と身体の置換を引き受け、その想像的かつ暴力的な抵抗の延長上に幻出した、彼による／彼のための空間に他ならない。
もちろん、それは想像力による一瞬の爆発にすぎず、閃光の









































」 （ 『法政大学大学院紀要』二〇〇二年三月） 。
（５）初出の『青空』掲載形ではルビは付されていない。（６）内田照子「 『檸檬』 」 （ 『評伝評論 　
梶井基次郎』牧野出版、
一九九三年六月） 、引用は前掲『梶井基次郎『檸檬』作品集』 、三〇一頁） 。
（７）年次の推定に関しては、同年のものと推定されるノートに、
小説「檸檬」の原型の一つとなった詩「秘やかな楽しみ」が書かれている事実がある。鈴木貞美『梶井基次郎の世界』 （作品社、二〇〇一年一 月） 、二四一頁を参照。京都時代の梶井については、中谷孝雄「 「檸檬」の思ひ出」 はじめとする『梶井基次郎全集』別巻（筑摩書房、二〇〇〇年九月）所収 回想、および鈴木貞美編著『年表作家読本
 梶井基次郎』 （河出書





















一九八八年一〇月） 、 前掲 『梶井基次郎『檸檬』作品論集』所収。
（
11）大宅壮一「三高のころ」 （ 「昭和四十一年版筑摩書房全集・月報②」 、引用は前掲『梶井基次郎全集』 ） 、三七〇頁。
（
12）たとえば中谷孝雄「 檸檬」 思ひ出」には「その頃、僕たちは殆んど毎日のやうに連れだつてゐたので、何時もゆく鎰屋の給仕女たちからは「邯鄲の兄弟」などゝ呼ばれてゐた 邯鄲といふの 鎰屋にある菓子の名で、坊主枕のやうな形をした、大きさは太い拇指位の餅菓子である」などとあり 飯島正「梶井君の思ひ出」にも「ある晩、四条の大橋を、 君と散歩してゐた時だ」とある。引用はともに前掲『梶井基次郎全集』別巻による。
（
13）一九二五年ごろ、引用は『梶井基次郎全集』二巻（筑摩書房、一九九九年一二月） 、八二頁。
（
14）旧丸善京都店店員の方の筆者への直話による。
参考図版の出典参考図版１ 　
『京都の歴史８ 　
古都の近代』 （学芸書林、一九七五年
三月）附属の地図（大正四年）を利用した。
参考図版２ 　
『写真で見る京都１００年』 （京都新聞社、一九八四年
一一月）所収。
（ヒビ 　
ヨシタカ 　
嘱託研究員）
